
（1） 第20号 2 0 . 7 . 1 5

社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 
・高梁総合福祉センター内 
・電話（0866）22‐7243

第20号 

　６月13日、高梁総合文化会館で平成20年度高梁市シルバー人材センターの総会
を開催しました。 
　これは、前年度まで各地区で単独開催していましたが、今年度から新たに有漢
地区の加入により、高梁市全地区の会員を対象としたもので約100人の参加があ
りました。（５面に関連記事） 
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（
概
要
）

「
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
社
会
福
祉

協
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
へ
の
期

待
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の

中
、
率
先
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
中

心
的
役
割
を
担
う
た
め
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け

あ
い
」
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
会
員
制
度
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
福
祉
委
員
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
加
え
、
町
内
会
長
の
ご
支
援
に

よ
り
、
市
内
の
約
八
割
の
町
内
会
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
以
来
旧
社
協
か
ら
引

き
続
い
て
暫
定
的
に
実
施
し
て
き
た

事
業
の
調
整
を
行
な
い
、
従
来
か
ら

行
っ
て
い
た
事
業
を
わ
か
り
や
す
く

一
つ
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
会
員

制
度
実
施
に
伴
う
新
規
事
業
を
加

え
、
自
立
支
援
事
業
実
施
規
程
を
制

定
し
て
平
成
二
十
年
度
か
ら
実
施
す

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

一
方
、
介
護
保
険
事
業
で
は
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
共
に
、
職

員
の
資
質
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
平
準

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

平
成
十

平
成
十
九
年
度

九
年
度 

事
業
報
告

事
業
報
告
・
決
算
決
算 
平
成
十

平
成
十
九
年
度

九
年
度 

事
業
報
告

事
業
報
告
・
決
算
決
算 
平
成
十
九
年
度 

事
業
報
告
・
決
算 

その他 
保健センター事業   2,203,470 
ボランティアセンター活動事業   1,988,334 
企画広報事業   1,395,240 
地域福祉活動基金等   1,463,337

その他 
自立支援費等収入    3,677,665 
会計単位間繰入金収入    2,318,248 
負担金収入    1,597,840 
受取利息配当金収入等    3,889,009

収入 
491,970,934円 

支出 
487,516,208円 

介護保険収入 
219,256,686円 
（44.6%） 

介護保険事業 
255,446,675円 
（52.4%） 

法人運営 
104,432,362円 
（21.4%） 

在宅福祉 
サービス事業 
91,911,473円 
（18.9%） 

経常経費補助金収入 
90,948,000円 
（18.5%） 

受託金収入 
84,683,203円 
（17.2%） 

経理区分間 
繰入金収入 
32,223,790 
（6.5%） 

地域福祉推進事業 
17,176,521円 
（3.5%） 

共同募金配分金事業 
6,727,460円（1.4%） 

事業収入 
19,195,429円 
（3.9%） 

寄付金収入  
18,128,064円（3.7%） 

会費収入, 9,539,000円（1.9%） 共同募金配分金収入6,514,000円（1.3%） 

その他7,050,381円（1.4%） 
その他11,482,762円（2.4%） 

福祉サービス利用援護事業 
4,771,336円（1.0%） 

（円） （円） 

※当期の収支差額4,454,726円です。              
※会費収入の内訳は社協賛助会員会費収入9,108,000円及び福祉移送サービス会員会費収入431,000円です。             

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
五
月
二
十
八
日
高
梁
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
理
事
会
を
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成

十
九
年
度
の
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
が
評
議
員
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

評議員会で提案説明する平田会長
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〈平成19年度一般会計の主な事〉 
会費を財源とした事業（9,108,000円） 

高梁市等受託事業（99,291,829円） 

ふれあいのまちづくり事業 

ボランティアセンター活動事業 

ふれあい相談事業   

老人福祉事業   

災害福祉活動事業  

福祉総合相談等の開催（延119回開催、相談件数81件）    

米寿、長寿、白寿祝い品贈呈等（399件）      

火災見舞い（1件）、災害見舞い（1件）     

1,282,550

1,205,320

1,074,918 

1,400,710 

45,000

次年度へ繰越 地域福祉活動事業（ふれあいサロン事業、移送サービス事業等） 4,099,502

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

福祉委員研修会の開催（3回）、福祉委員連絡会の開催（18
回）、ふれあい福祉講座の開催（526人参加）等 

ボランティア団体活動助成（68団体）、ボランティア協力校助
成（7校）、ボランティア活動保険料助成（83団体、2,788人） 

移送サービス（受託）事業   

軽度生活支援等受託事業   

生きがい活動支援受託事業   

給食サービス受託事業   

寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業   

遺族援護事業   

地域福祉権利擁護受託事業   

生活福祉資金貸付受託事業等  

延利用人数（5,532人）      

生活管理指導員派遣回数（896回）      

実施回数（407回）、延利用人数（7,742人）      

利用人数（179人）、延食数（19,103食）      

利用人数（143人）、延件数（233件）      

遺族連合会運営助成      

利用人数（21人）、生活支援員数（12人）      

貸付中件数（6件）、保健センター事業     

貸付中件数（8件）、地域福祉活動基金 

30,673,337 

1,983,174 

38,440,725 

18,201,630 

1,117,607 

1,440,000 

4,771,336 

2,664,020

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

寄付金を財源とした事業（18,128,064円） 

その他の事業（263,637,472円） 

介護保険事業 255,446,675

福祉資金貸付事業他 そ
の
他 

1,463,337

一般募金配分（50団体）、歳末たすけあい配分（12団体） 共同募金配分金事業 6,727,460

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

居宅介護支援事業、訪問介護事業、訪問入浴事業、通所
介護事業、認知症対応型共同生活介護事業 

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

企画広報事業 1,395,240 広報紙の発行（6回）、地域社会福祉功労者表彰（個人7人、
団体4団体）  

ふれあいのまちづくり事業 2,883,777 健康福祉のつどい（700人参加）、小地域ネットワークづ
くり活動支援 

障害者・母子・児童福祉事業他 8,668,900 障害者団体等活動支援、法人運営、夏のボランティア体
験事業（延327人参加）他     

地域福祉活動事業 地区社協活動支援、福祉団体活動支援等 5,180,147
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総会で挨拶をする大月会長

岡
山
県
共
同
募
金
会
高
梁
市
支
会
の
理
事
会
と
評
議
員
会
が
五
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

【
実
績
額
】
六
百
四
十
八
万
四
百
七
十
六
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同
募
金
会

へ
送
金
し
ま
し
た
。

【
使
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
三
百
八
十
一
万
円
の
配
分
を
受
け
て
福
祉
団
体
、

ボ
ラ
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
五
十
団
体
へ
助
成
を
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

【
実
績
額
】
二
百
八
十
六
万
千
十
三
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
へ
送

金
し
ま
し
た
。

【
使
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
二
百
七
十
一
万
四
千
円
の
配
分
を
受
け
て
、
年

末
に
福
祉
活
動
を
重
点
的
に
展
開
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
十
二
団
体
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

高梁市遺族連合会総会を開催

高梁市遺族連合会（大月健一会長）は5月20日、
高梁総合文化会館で平成20年度総会を開催しま
した。開会にあたり大月会長が「皆さんのご協
力を得ながらより一層結束し、手を取り合って
この会を育てて行きたい」とあいさつ。続いて
議事に移り19年度事業報告と決算及び20年度の
事業計画と予算が承認されました。

金　　　額 金　　　額 

①未払金 
② 預 か り 金 
③前受金 
④仮受金 

①長期設備資金借入金 

葬 祭用 具 貸出 事業 
福 祉の 店事業 

合計 
高齢者統合在宅支援事業 

負 　債　合　計 
差引 純資産 

①基本財産 
②その他固定資産 

資　産　合　計 

２ ． 固 定負 債 

①現   金 
②預   金 
③未収金 
④仮払金 
２ ． 固定資産 

科　　 　目 
１ ． 流 動負 債 

科　　 　目 
１ ． 流動資産 

平 成 ２ ０年 ３月 ３ １ 日 （ 単位　 円 ） 

資 産の 部 負 債の 部 

収入　120,333,082円 

事業収入 
経常経費補助金収入 
受託金収入等 
合計 

支出 　119,012,155円 

合計 

支出 　7,765,068円 

※当 期の 収支差 額 は1,320,927円です。 

収入　7,765,068円 

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 
総合福 祉 セ ン タ ー 
公園管理事業 

受託金収入 

合計 
高齢者統合在宅支援事業 
事業収入 

公益事業特別会計 

収益事業特別会計 

一般会計・特別会計　財産目録 

95,018,730 88,855,252
23,933,904 16,565,640
59,521 14,912,190

119,012,155 120,333,082

652,719 5,497,800
1,722,300 2,242,229
5,390,049 25,039
7,765,068 7,765,068

150,531,987 28,253,962
258,250 26,693,472

72,623,951 1,110,070
76,985,842 449,520
663,944 900

648,983,336 22,430,000
284,635,630 22,430,000
364,347,706 50,683,962
799,515,323 748,831,361
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厳
し
い
暑
さ
の
毎
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
ご
家
族
お

揃
い
で
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
全
市
民
の
皆
様
に
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
会
員
制
度
に
伴

う
賛
助
会
員
会
費
協
力
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
勢
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

収
支
の
状
況
に
つ
い
て
、
下
表
の

と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
皆
様
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
意
見
ご
提
案
を
基
に
会

員
規
程
の
一
部
を
見
直
し
し
、
会
員

を
社
協
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
対

象
の
基
礎
会
員
と
、
社
協
の
目
的
に

賛
同
し
目
的
達
成
の
た
め
に
援
助
を

行
う
賛
助
会
員
と
に
整
理
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
三
月
及
び
五
月
発
行
の

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
と
お
り
、
本
年
度
か
ら
会
費
や

寄
付
金
な
ど
社
協
の
自
主
財
源
で
実

施
す
る
自
立
支
援
事
業
を
柱
と
し
て

「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
の
地

域
福
祉
事
業
を
福
祉
委
員
さ
ん
、
民

生
委
員
さ
ん
な
ど
関
係
機
関
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
会
費
の
拠
出
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
福
祉
委
員
さ
ん

を
通
じ
て
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
続
き
ご
理
解
を
賜
り
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
社
協
合
併
後
初
め
て
高
梁
市

内
全
域
の
会
員
を
対
象
と
し
た
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。（
一
面
関
連
）

開
会
に
あ
た
り
平
田
会
長
が
「
長

年
培
わ
れ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
活

か
し
就
業
機
会
を
得
て
、
事
故
や
健

康
管
理
に
留
意
し
、
生
活
の
向
上
に

役
立
つ
よ
う
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
十
九
年
度
事
業
報
告
と

二
十
年
度
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
高
梁
市
消
防
署

の
三
宅
予
防
第
二
係
長
と
上
村
消
防

士
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、
応
急
手

当
の
基
礎
知
識
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
心
肺
蘇

生
器
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
講

習
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
一
人

は
「
い
つ
事
故

が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

万
一
に
備
え
て

大
変
有
意
義
な

講
習
で
し
た
」

と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

AEDの取り扱いを学ぶ会員ら

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
平
　
田
　
重
　
光

普 通 会 員  
法 人 会 員  
ふるさと会員 
特 別 会 員  
計 

事業費に充当 

7,735人 
197件 
74人 
38人 
8,043人（件） 
ふれあい福祉講座、ふれあい相談、 
敬老事業他（詳細は3頁参照） 
平成20年度へ繰越し 

7,948,000 
637,000 
318,000 
205,000 
9,108,000 

5,008,498
 
 

4,099,502

収
　
入 

支
出 

収入支出差引額 

金額（円） 
 

摘　　要 
 

説　　明 
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支　会　だ　よ　り

五
月
二
十
九
日
か
ら
四
日
間
、

高
梁
城
南
高
校
川
上
校
地
三
年
生

が
福
祉
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

高
梁
市
川
上
い
き
い
き
交
流
館
を

訪
問
し
、
機
能
訓
練
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
補
助
な
ど
介
護
の
実
践

を
体
験
し
ま
し
た
。

川
上
い
き
い
き
交
流
館
で
は
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
伝
達
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
利
用
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
「
若
い
人
と
話
し
て

い
る
と
元

気
を
も
ら

え
ま
す
。

夢
に
向
っ

て
進
ん
で

も
ら
い
た

い
」
と
話

し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

川
上
い
き
い
き
交
流
館
で
は
、

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
市
役

所
の
交
通
指
導
員
と
シ
ル
バ
ー
セ

川
　
　
上

高
梁
城
南
高
等
学
校
川
上
校
地

有
　
　
漢

有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

備
　
　
中

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

バ
ス
遠
足
で
有
漢
常
山
公
園
に
出

か
け
ま
し
た
。

少
し
遠
出
に
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
楽
し
み
に
し
て
い
た

「
石
の
風
車
」
を
満
喫
し
、
の
ん
び

り
と
公
園
を
散
策
し
ま
し
た
。
青

空
の
下
、
調
理
員
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
お
弁
当
を
広
げ
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
初
め
て
来

ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
外
で
食
べ
る

お
弁
当
は
お
い
し
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
清
々
し

い
笑
い
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

六
月
十
二
日
、
有
漢
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
認
知
症
予
防

を
目
的
と
し
た
健
康
づ
く
り
講
習

会
を
開
催
し
、
会
員
六
十
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
吉
備
国
際
大
学
社
会
福

祉
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
学
科

教
授
竹
内
研
さ
ん
を
招
き
、「
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
体
操
、
頭
も
心
も
元
気

に
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。竹

内
さ
ん
は
「
人
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
状
態
が
心
や
身
体
、

内
臓
に
も
一
番
い
い
状
態
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日

参
加
者
は
、
竹
内
さ
ん
の
指
導
で

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
音
楽
に
合

わ
せ
て
、
足
や
腕
を
動
か
す
運
動

を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
座
っ
て
で
き
る
簡
単

な
体
操
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
リ

ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ー
フ
テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
（
岡
山

県
交
通
安
全
協
会
）
の
交
通
指
導

員
に
よ
る
交
通
安
全
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

高
梁
管
内
の
交
通
事
故
の
現
状

報
告
の
後
、
標
識
・
信
号
の
正
し

い
見
方
や
夜
光
反
射
材
の
必
要
性
、

正
し
い
横
断
の
し
か
た
等
の
指
導

が
あ
り
ま
し
た
。

寸
劇
を
用
い
た
わ
か
り
易
い
講

習
会
で
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら

交
通
ル
ー
ル
に
対
す
る
認
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交通ルールを学ぶ参加者　

体操を楽しむ会員ら

公園でひとときを過ごす参加者

伝達ゲームで交流を深める利用者と生徒
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高梁市社会福祉協議会へ平成20年5月と6月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
向
　
町
　
中
山
　
正
夫

（
故
・
利
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
山
口
　
道
徳

（
故
・
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
刀

隆

（
故
・
美
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
森
下
　
町
子

（
故
・
孝
通
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
仲
西
　
和
夫

（
故
・
憲
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
山
口
　
　
薫

（
故
・
鶴
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
上
谷
町
　
薬
師
寺
龍
盾

（
故
・
以
登
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
里
庄
町
　
武
田
寿
真
子

（
故
・
川
上
ユ
キ
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
野
口
　
繁
男

（
故
・
長
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
赤
木
　
静
江

（
故
・
秀
文
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
大
木
　
　
勉

（
故
・
菊
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
大
本
　
　
浩

（
故
・
功
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
谷
藤
　
　
隆

（
故
・
ソ
メ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
原
田
北
町

笹
田
登
久
子

（
故
・
梶
山
直
義
様
の
ー
）

十
万
円
　
落
合
町
　
大
森
　
孝
志

（
故
・
花
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
森
本
　
幾
夫

（
故
・
政
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
藤
井
　
　
力

（
故
・
艶
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
宮
田
　
浜
二

（
故
・
雅
子
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
下
　
原
　
三
村
　
明
道

（
故
・
喜
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
相
　
坂
　
渡
辺
　
倍
光

（
故
・
義
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
一
谷
　
家
久

（
故
・
忠
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
川
上
　
　
進

（
故
・
源
次
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
星
　
原
　
杉
田
　
正
美

（
故
・
實
様
の
ー
）

五
万
円
　
上
日
名
　
藤
井
　
秀
男

（
故
・
安
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
吹
　
屋
　
清
水
　
好
雄

（
故
・
弥
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
　
泉
　
土
谷
　
智
之

（
故
・
浩
子
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
高
　
山
　
武
田
　
和
子

（
故
・
メ
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
三
村
　
活
也

（
故
・
ヨ
シ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
藤
本
　
幸
久

（
故
・
亮
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
尾
道
市
　
森
谷
　
収
一

（
故
・
倍
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
藤
井
　
節
子

（
故
・
實
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
亀
石
佐
智
子

（
故
・
瀧
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
井
　
康
生

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
福
森
　
　
豊

（
故
・
季
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
山
下
　
晴
夫

（
故
・
ト
ミ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
平
松
　
三
男

（
故
・
徳
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
池
　
　
勲

（
故
・
節
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
本
　
町
　
米
山
　
悦
雄

（
故
・
静
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
信
幸

（
故
・
初
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
楠
木
　
春
惠

（
故
・
影
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
東
　
　
圭
吾

（
故
・
謙
次
様
の
ー
）

十
万
円
　
中
井
町
　
光
林
寺
護
持
会

（
故
・
清
水
秀
道
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
平
野
　
　
壮

（
故
・
秀
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
大
岩
　
文
夫

（
故
・
重
蔵
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封
　
津
川
町
　
野
口
　
繁
男

（
故
・
長
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
池
　
　
勲

（
故
・
節
子
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
信
幸

（
故
・
初
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
井
　
康
生

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
大
木
　
　
勉

（
故
・
菊
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
大
橋
　
秀
基

（
故
・
四
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
山
下
　
晴
夫

（
故
・
ト
ミ
子
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
兼
岡
　
健
二

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
竹
田
　
忠
只

（
故
・
美
津
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
赤
松
　
正
樹

（
故
・
政
子
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
山
形
　
敏
広

（
故
・
一
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
道
前
　
正
一

（
故
・
國
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
東
　
　
節
夫

（
故
・
卓
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
大
本
　
　
浩

（
故
・
功
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
大
森
　
孝
志

（
故
・
花
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
山
縣
　
謙
一

（
故
・
浪
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
惣
田
　
孝
之

（
故
・
志
津
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
大
月
　
英
雄

（
故
・
和
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
梅
崎
具
美
子

（
故
・
一
志
様
の
ー
）
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金
一
封
　
七
　
地
　
妹
尾
　
　
悟

（
故
・
益
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
難
波
　
照
幸

（
故
・
咲
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
井
　
正
直

（
故
・
佐
藤
呈
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
中
山
　
喜
祐

（
故
・
貞
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
藤
原
　
　
勲

（
故
・
久
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
三
宅
　
知
行

（
故
・
輝
雄
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
西
油
野
　
小
林
　
光
子

（
故
・
幸
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
川
上
　
章
義

（
故
・
清
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
細
川
千
津
香

（
故
・
周
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
平
川
公
之
助

（
故
・
篤
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
上
草
　
　
猛

（
故
・
泰
治
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
八
八
・
二
八
九
回
目
）

二
万
六
千
二
百
六
十
一
円
　
中
原
町

第
十
九
回
働
く
婦
人
の
家
実
行
委
員
会

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
売
上
収
益
金
の
一
部
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
氏
弘
登
美
恵

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
中
山
　
巻
枝

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
有
漢
婦
人
会

（
一
般
寄
付
と
し
て
（
団
体
解
散
剰
余
金
））

金
一
封
　
上
有
漢
　
栗
尾
　
元
樹

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
木
本
つ
る
よ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

千
六
百
七
円
　
有
　
漢
　

有
漢
町
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
一
般
寄
付
と
し
て
（
団
体
解
散
剰
余
金
））

金
一
封
　
上
有
漢
　
村
田
千
代
子

（
快
気
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
小
原
　
　
寛

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
亀
塚
　
恭
平

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
杉
本
三
十
二

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
小
倉
　
隼
人

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
川
上
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
山
室
　
　
要

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
川
本
　
真
弓

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
藤
本
　
　
操

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
渡
辺
　
義
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
日
向
　
寿
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
柏
木
　
茂
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
黒
川
　
ア
キ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
松
岡
登
代
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
田
中
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
宅
　
智
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
松
岡
　
三
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
田
之
原
久
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
西
川
　
章
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
下
向
　
保
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

日
時

八
月
三
十
一
日
（
日
）

十
二
時
三
十
分
　
開
会

会
場

高
梁
市
川
上
総
合
学
習
セ

ン
タ
ー

講
演

「
笑
い
で
健
康
ア
ッ
プ

〜
認
知
症
な
ん
て
こ
わ
く
な
い

〜
」

元
気
塾
「
夢
創
庵
」

代
表
　
田
中
久
江
　
先
生

演
奏
・
合
唱

井
原
吹
奏
楽
団
メ
ル
ヘ
ン
ウ
ィ

五
月
十
五
日
発
行
（
第
十
九
号
）

に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

（
誤
）

金
一
封
　
南
　
町
　
西
川
　
　
實

（
故
・
夕
江
様
の
ー
）

（
正
）

金
一
封
　
南
　
町
　
西
川
　
　
實

（
故
・
タ
ミ
エ
様
の
ー
）

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
コ
ー
ル

フ
ロ
ー
レ
ス

劇

「
武
田
家
の
そ
の
後
〜
オ
レ

オ
レ
詐
欺
〜
」
劇
団
や
た
か

主
催

高
梁
市
川
上
地
域
認
知
症

研
修
会
実
行
委
員
会

後
援

高
梁
市
川
上
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会

問
い
合
わ
せ

高
梁
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
川
上
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
高
梁

市
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
　
TEL
$8
４
１
８
４

高
梁
市
川
上
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
　
TEL
$8
９
７
７
０お問合せやご相談は・・・ 

高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

Ａプラン……260円 
Ｂプラン……420円 
Ｃプラン……590円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 


